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	会　長　委員の皆様ご苦労様です。
　　　　現在の出席委員１６人、欠席１人であります。

よって、定足数に達しておりますので、只今から、平成２８年第１１回農業委員会

を開会いたします。

会　長  会議規則第４条に基づき、会議の議長を務めさせていただきます。
　　　　それでは会議を開きます。

議　長　本日の議事日程につきましては、配布しました会議次第のとおりです。

　　　　直ちに議事に入ります。

議　長　日程第１  議事録署名委員を定めることについてを上程し議題とします。
議事録署名委員は２名とし、議長において指名することにご異議ありませんか。

（異議なしの声）
議　長　ご異議なしと認め、１２番原委員、１３番市川委員を指名します。


	

	議　長　日程第２　議案第４１号　農地法第３条の規定による許可申請についてを上程し、議題といたします。

１から３番の案件について事務局より説明をお願いします

事務局　今月の３条許可申請は３件です。

【議案書を朗読し、案内図により申請地の説明】

１番の譲渡人は病気で耕作が出来ないために、また譲受人は農業経営規模拡大のために、申請地を売買する申請です。

１５日に現地確認した時には、木の根等があったため、２３日までに撤去するよう指導しました。１７日に代理人から、撤去したとの写真が提出されました。後のスライドでご確認ください。

２番の譲渡人は、１０年以上東京に住んでおり、遠方で耕作できないため、また譲受人は自宅の隣であり、農業経営の規模拡大のために、申請地を売買する申請です。

１５日に現地確認した時には、木が生えていたため、２３日までに木を伐採するよう指導しました。２１日に連絡があり、事務局で写真を撮影しました。後のスライドでご確認ください。

３番の譲受人は農業経営の規模拡大のために、申請地を買い受ける申請です。また譲渡人は、夫を亡くして農業経営が出来ないため、農業経営を廃止するものです。１５日に現地確認した時には、田んぼを耕した状態でした
　　　  

議　長　事務局の説明が終わりました。担当地区より補足説明をお願いします。

　　　　１番について、議席８番勝呂地区担当委員、２番については、議席９番坂戸地区担当委員、３番については、議席５番入西地区担当委員よりお願いします。

補足説明　（パワーポイントで申請地の写真をスクリーンに映しての説明）

議席８番  １番の譲受人は電気工事を営んでおり、自宅の近くの畑で野菜、みかん、柿を栽培しておりますが、栗を植える場所を探し、申請地を見つけたとのことです。申請地は、今までは木が生えておりましたが、伐採し、スライドのように綺麗になりました。
　　　　小委員会では問題ないとの結論になりましたので、ご審議のほどよろしくお願いします。
議席９番　２番についてですが、譲渡人は１５年くらい前から東京に住んでおり、高齢でもあるので農業はできず、譲受人の自宅は申請地と地続きであり、農業経営の規模拡大のために、申請地を譲り受けるという申請です。
申請地は、以前は山林と見間違うほど木が生えておりましたが、スライドのとおり、抜根されております。

小委員会では問題ないとの結論になりましたので、皆様のご審議をお願いします。

議席５番　３番について説明します。事務局の説明のとおり、譲渡人はご主人が亡くなった時から耕作できず、また息子さんも農業をやらないことから、譲受人が規模拡大のために譲り受けることになりました。
　　　　小委員会でも問題ないとの結論に至りましたので、皆様のご審議をお願いします。

議　長　議案の説明が終わりましたので、ご質疑等があればお願いします。

（質疑なしの声）
議　長　日程第３　議案第４２号　農地法第５条の規定による許可申請についてを上程し、議題といたします。

１番の案件について事務局より説明をお願いします

事務局　今月の５条許可申請は４件です。
【議案書を朗読し、案内図により申請地の説明】

１番の譲受人は、申請地のすぐ東の家に居住し、工務店を営んでおります。住居の空きスペースに、車４台と資材を置いています。業務の拡大から、独立した事務所と資材置場が必要となり、５か所の候補地から、この申請地を選定しました。ここであれば、自宅の隣接地であり、使い勝手もいいようです。申請内容は都市計画法34条12号に該当する自己居住に供する事務所及び資材置場です。平屋建て事務所の建築面積81.15㎡、所有する車両3台、資材としては残土･ガラ類30㎥、廃材コンテナ1台、スクラップ15㎥、内装仕上材30㎥、足場資材75㎥を置く予定です。

一団の農地面積が概ね0.1haであり、農地区分は２種農地と判断しました。15日に現地確認したところ、特に問題はありません。
議　長　事務局の説明が終わりました。

　　　　議席１番勝呂区担当委員より補足説明をお願いします。

補足説明　（パワーポイントで申請地の写真をスクリーンに映しての説明）

議席１番  譲渡人の自宅に隣接する農地が今回の申請地ですが、譲渡人が自ら経営する工務店の事務所を、自宅の隣地に建てることが今回の転用目的になっております。何箇所か候補地がありましたが、面積等の条件が見合うことと、自宅に近いことから申請地を選定したとのことです。
　　　　小委員会では、やむを得ないとの結論に至りましたので、皆様のご審議をお願いします。

議　長　議案の説明が終わりましたので、ご質疑等があればお願いします。

（質疑なしの声）
議　長　２から４番の案件について、事務局より説明をお願いします。

事務局　２番は、宅地37.56㎡との一体利用で、合計敷地面積が482.5㎡となります。譲受人は、東松山市の賃貸アパートに夫婦で住んでいます。手狭になってきたので、戸建ての住宅を所望しています。

勤務先が池袋で、電車で通勤しております。現在の住居と変わらずに通勤できます。また、妻の勤務先が東松山市内で車で通勤しております。現在の住居からは遠くなりますが、車での通勤可能です。実家は申請地の隣で、最近祖父が亡くなったため、近くに住んで欲しいと親の要望もあり、申請地を選定しました。隣接地でしたら、お互いに助け合えるし、心強いと考えています。

一団の農地面積が概ね0.1haであり、農地区分は２種農地と判断しました。15日に現地確認したところ、特に問題はありません。
３番について説明します。申請地のすぐ下と左側には、今年の4月と6月に許可になった住宅3棟があります。譲受人は、狭山市内の賃貸アパートに夫婦で住んでいます。鉄骨造で、防音が低く隣の生活音が聞こえます。妻が狭山市内の病院で働いており、不規則な勤務であり夜勤も多いため、隣室の生活音で睡眠が出来ない状況です。また、真夜中に帰ることもあり、隣接者に迷惑が掛からないように気を使っています。これらを解消するために、戸建ての住宅を所望してます。

職業は建物の内装業を自営しています。主には毛呂山町内にある住宅会社から内装を請け負っています。注文者の住宅会社へは、距離が3.7km、車で10分程度で行くことができるため、この申請地を選定しました。

妻も今の居住地からは遠くなりますが、車での通勤が可能です。

一団の農地面積が概ね5.9haであり、農地区分は２種農地と判断しました。15日に現地確認したところ、特に問題はありません。
４番の譲受人は、市内の賃貸住宅に、妻と子供2人の4人で住んでいます。隣が妻の実家で妻の父が塗装業営んでおり、そこへ勤務しています。古い間取りで手狭になってきたため、戸建ての住宅を所望しています。現在の住居からも、職場からも、歩いて6分の申請地を選定しました。2人目の子供が10月に生まれ、子供の面倒をみて貰うため、また妻が一人娘であり、親の介護など面倒をみるためにも実家から近い申請地を選定しました。

この申請地は宅地に囲まれた土地で、一団の農地面積が300㎡であり、２種農地と判断しました。15日に現地確認したところ、特に問題はありません。
議　長　事務局の説明が終わりました。担当地区より補足説明をお願いします。

　　　　２番について、議席９番坂戸地区担当委員、３と４番については、議席１７番入西地区担当委員よりお願いします。
補足説明　（パワーポイントで申請地の写真をスクリーンに映しての説明）

議席９番　２番については、孫の分家住宅を母屋の近くに建てるための申請で、都市計画法第３４条１１号に該当するため、小委員会でもやむを得ないとの結論に至っております。皆様のご審議をお願いします。
議席１７番　３番についてですが、事務局の説明のとおり、４区画のうちの最後になると思います。譲受人は現在狭山市のアパートに住んでおり、軽量鉄骨のため騒音が多いということで、申請地に家を建てることを希望しております。小委員会ではやむを得ないとの結論になりましたので、皆様のご審議をお願いします。
　　４番について説明します。譲受人は申請地の近くの貸家に住み、妻の父がこの付近で塗装業を営んでいることから、周辺の土地を探し、申請地を見つけたとのことです。将来は親の介護をするつもりであり、小委員会で審議したところ、やむを得ないとの結論ですので、皆様のご審議をお願いします。
議　長　議案の説明が終わりましたので、ご質疑等があればお願いします。

（質疑なしの声）
議　長　日程第４　議案４３号 農用地利用集積計画（案）についてを上程し、議題とします。

事務局より説明をお願いします。
事務局　農地利用集積計画（案）について説明いたします。

【議案を朗読】
平成２８年１２月分農用地利用権設定申出状況についてご説明します。

１の更新・新規の状況ですが、今月は更新の月ですので、９月１５日に更新の通知を発出しております。対象となる農地は、６６件、１９０筆、１５万９，７１１㎡です。

これに対して、更新の申出が５５件、１５７筆、面積１３万３，９０６㎡であり、その他に新規の申出が３０件、８９筆、面積８万６，５５９㎡であり、合計で８５件、２４６筆、２２万４６５㎡の利用集積が計られました。なお、新規の申出の中には、借受人の変更により新規扱いになったものも含まれております。
２の利用集積面積は、平成２８年１１月１日設定後の利用集積面積が、１８４万８，８５９．３３㎡であり、今月で終了する農地面積１５万９，７１１㎡と１８条解約があった農用地の面積１万５，５８０㎡を差し引いた上で、今回の設定面積、２２万４６５㎡を加えることにより、１２月１日設定後の面積が、１８９万４，０３３，３３㎡（約１８９ｈａ）となります。先月に比べ、４万５，１７４㎡、２．４％の増、昨年同期と比べましても、１６万２，９０６㎡、９．４％の増となります。
新規設定のうち、最も筆数・面積が多いのは、１０年間の利用権設定であり、田が１４件、４７筆、面積４万６，１１４㎡です。また、再設定（更新）のうち、最も件数・筆数・面積が多いのは、５年であり、３２件、９３筆、面積７万３，４５６㎡で、田の面積が４万６，８８８㎡です。

１５ページに、利用集積計画の個々の内容がございます。

主なものについて、ご説明します。８４番と８５番の新規申出の借受人は、現在の自作地２，２２８㎡に対し、利用権設定の申出が合計で４，７５６㎡となりますが、入西地区の委員さんの紹介による申出であり、借受人の担当地区の委員さんからも、適格者として問題なく、また委員自身が農機具を譲っているので営農継続可能との意見をいただいております。

この案件について、ご紹介いただいた議席５番の入西地区担当委員さんより、補足説明をいただきたいと思います。

議席５番　借受人は、３年くらい前から米作りを始め、規模拡大を考えていましたが、現在耕作している農地の隣地が遊休農地化しているということで、私が間に入り、申出をしたものです。兄弟２人が手伝っており、同じ地域なので水の管理も問題ないとのことなので、小委員会でも問題ないという意見になりました。
事務局　他の件を含めて、いずれも全部耕作、常時従事等の農業経営基盤強化促進法第18条第3項の各要件を満たしていると考えます。

また、報告事項として、農地法第１８条第６項の規定による解約について、２８ページに表がございます。

１については、貸付人が分家住宅を目的とした転用をするための解約です。

２から６については、今月の新規分に含まれており、７については、来月新規として上程される予定です。
議　長　事務局の説明が終わりました。

　　　　質疑等がありましたらお願いします。

（質疑なし）

議　長　 これよりそれぞれの議案について、審査を行います。全体をとおして何か意見

　　　　はございますか。

　　　　 （意見なしの声）

議　長　　議案第４１号、農地法第３条の規定による許可申請については、許可と決定いたしたいと思いますが、これにご異議ありませんか。

　　　　

（異議なしの声）

議　長　　ご異議なしと認めます。

　　　　　よって、議案４１号は、許可と決定いたします。
議　長　 議案第４２号、農地法第５条の規定による許可申請については、許可相当と決定いたしたいと思いますが、これにご異議ありませんか。

　　　　

（異議なしの声）

議　長　 ご異議なしと認めます。

　　　　 よって、議案４２号は、許可相当と決定いたします。

議　長　 議案第４３号、農用地利用集積計画（案）については、原案のとおり決定いたしたいと思いますが、これにご異議ありませんか。

（異議なしの声）

議　長　 ご異議なしと認めます。

　　　　 よって議案第４３号は、原案のとおり決定いたします。

　　　　　
議　長　日程第５　報告第１３号　専決処分の報告について、事務局より説明してください。

事務局　農地法第３条の３第１項の届出は１件です。届出人が相続により所有権を取得したもので、農業委員会によるあっせん等の希望は無となっております。

今月の農地法第４条第１項第７号の届出は１件で、転用目的は共同住宅となっております。

今月の農地法第５条第１項第６号の届出は６件です。２から６は、区画整理地内の農地であり、仮換地が指定され、所有権移転を伴う転用の届出となっております。３の転用目的が宅地造成となっておりますが、入西東部土地区画整理の施行地内のものです。

１と２の転用目的は建売住宅であり、建設会社等が譲受人となっております。また、４から６については、転用目的が自己用住宅とありますが、一度転用の届出が出されたものであり、譲受人が建売住宅を購入するために転用の届出をしたものです。
議　長　事務局の説明が終わりました。

　　　　ご質問はございますか。

（質問なしの声）
議　長　特にないようですので、議事については以上で終了いたします。

議　長　次に次第４のその他について、委員の皆様から何かございましたらお願いします。

（なしの声）
議　長　以上で、平成２８年第１１回坂戸市農業委員会を閉会させていただきます。
　　　　閉会に当たり、ご挨拶を申し上げます。

（議長あいさつ）
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